神戸モスク、シャウワール
イードのアーダーブについて


イードのアーダーブについて

親愛なる兄弟姉妹達、

アッサラーム　アライクム　ワラフマト･ッラーヒ　ワバラカートフ

インシャーアッラー、私達はイード･ル=フィトルを木曜日に祝うこととなります。イードの日にすべき事について知りましょう。

イードの日にすべきスンナは以下の通りです。

１．イードの礼拝に行く前にグスルをすること
　アブドゥ･ッラー･イブン･ウマル[image: image1.png]


は、イード･ル=フィトルの日に、朝に礼拝所へ出かける前にグスルをしたものでした。（アル･ムワッタ）　これがムスタハブ(推奨された事)の理由は、ジュムアの礼拝や他の公の集まりの前にグスルをするのと同じ理由です。

２．イード･ル=フィトルの礼拝に出かける前と、イード･ル=アドハーの礼拝の後に食べる事
　作法の一つは、ナツメヤシを幾つか食べるまで、イード･ル=フィトルの礼拝に出かけないことです。それはアナス･イブン･マーリク[image: image2.png]


によって伝えられたハディースのためです。：アッラーの御使い[image: image3.png]&)



は、イード･ル=フィトルの朝、幾つかのナツメヤシを食べるまで出かけられませんでした．．．彼は奇数個食べられました。[アル･ブハーリー]　その日に斎戒をする事が禁じられており、斎戒が終わったと実地する事を強調するために、出かける前に食べる事はムスタハブ(推奨された事)です。
　ナツメヤシを持っていない人は、許された何かでもって彼の斎戒を終わらせれば良いでしょう。しかしイード･ル=アドハーには、礼拝から戻って来るまで何も食べない事がムスタハブです。そしてもし犠牲（に供された動物）を供されたならば、ウドヒィーヤから食べるべきです。もし犠牲を供するつもりがなく、礼拝の前に食べても何ら問題はありません。
３．イードの日のアッ=タクビール

　これはイードの日の大いなるスンナの一つです。なぜならアッラー[image: image4.emf]

は仰りました(粗解釈)。：185. ラマダーンの月こそは，人類の導きとして，また導きと（正邪の）識別の明証としてクルアーンが下された月である。それであなたがたの中，この月（家に）いる者は，この月中，斎戒しなければならない。病気にかかっている者，または旅路にある者は，後の日に，同じ日数を（斎戒する）。アッラーはあなたがたに易きを求め，困難を求めない。これはあなたがたが定められた期間を全うして，導きに対し，アッラーを讃えるためで，恐らくあなたがたは感謝するであろう。[アル･バカラ 2:185]
アル=ワリード･イブン･ムスリムは伝えています。：私は、アル=アウザーイとマーリク･イブン･アナスに、２つのイードの時、アッ=タクビールを大きな声で言う事について尋ねました。彼らは言いました。はい、アブドゥ･ッラー･イブン･ウマルは、アル･フィトルの日に、（礼拝を先導するために）イマームが出て来るまで大きな声でよく言ったものでした。

アブドゥ･ッラフマーン･アル=スラミは、サヒーフ(真正)のハディースで伝えています。：「彼らは、アル･アドハーの日よりも、アル･フィトルの日にそれをさらに強調しました。」　ワキーアは、これはアッ=タクビールについてであると言いました。（イルワ　アル･ガリール、3/122）

アル=ダァラクトゥニーと他の者は伝えています。：イード･ル=フィトルとイード･ル=アドハーの朝、イブン･ウマルは、礼拝所に来るまで、アッ=タクビールを読むことにとても熱心に行い、そして彼はイマームが出て来るまでアッ=タクビールを読みました。

イブン･アビー･シャイバはサヒーフ･イスナードで伝えています。：アル=ズフリは言いました。彼らが家を出てから礼拝所に来るまで、そしてイマームが出て来るまで、人々はイードの日にアッ=タクビールを読んでいたものでした。イマームが出てきた時、彼らは静かになり、そして彼がアッ=タクビールを言うと、彼らもアッ=タクビールを言いました。（イルワ･アル･ガリール、3/121）

家から出て来て礼拝所までと、イマームが出て来るまでアッ=タクビールを言うことは、サラフ（初期の世代）の間では良く知られていたことでした。これは、サラフの人々からのアフカーム･ル=イーダインの中で、アル=フィルヤービやイブン･アビー･シャイバやアブドゥ･ッラッザーク等の多くの有識者達によって伝えられています。例えば、ナーフィア･イブン･ジュバイルはアッ=タクビールを常に言っており、人々がそうしなかった事に驚かされ、「なぜあなたはアッ=タクビールを読まないのですか？」と言いました。

イブン･シハーブ･アル=ズフリは言ったものでした。「人々は、家を出てからイマームが来るまでアッ=タクビールを読んだものでした。」

イード･ル=フィトルのアッ=タクビールの時間は、イードの前の夜から始まり、イマームがイードの礼拝を先導しに入るまでです。

　イード･ル=アドハーに関しては、アッ=タクビールはヅ･ル=ヒッジャの最初の日から始まり、タシュリークの最後の日の日没で終わります。
４．祝詞をすること

イードの作法は、人々がお互いにお祝いの言葉を言い、良い事を願う事も含んでいます。それはどの様な言葉でも良く、例えばお互いに、「タカッバラ･ッラー･ミンナ･ワミンクム（アッラー[image: image5.emf]

が(善い行いを)私達とあなた達から受け入れて下さいますように）」や、「イード･ムバーラク」や、他の良いお祝いの表現を言うことによってです。

ジュバイル･イブン･ヌファイル[image: image6.png]


は伝えています。「預言者[image: image7.png]&)



の教友達がイードの日に互いに会った時、彼らはお互いに「アッラー[image: image8.emf]

が(善い行いを)私達とあなた達から受け入れて下さいますように」と言っていたでしょう。

５．イードの日に着飾ること

アブドゥ･ッラー･イブン･ウマル[image: image9.png]


は伝えています。：ウマルは、マーケットでの売り物の錦織の外套を取って、アッラーの御使い[image: image10.png]&)



へそれを持って行き、言いました。「アッラーの御使い[image: image11.png]&)



よ、これを買ってイード用にそれで着飾り、代表団を迎えて下さい。」　アッラーの御使い[image: image12.png]&)



は彼に言いました。「これはむしろ（来世での報奨か敬虔の）分け前がない人の服装です。」[アル･ブハーリーによる伝承、948]

６．礼拝に行く道と違う道で戻って来ること

ジャービル･イブン･アブドゥ･ッラー[image: image13.png]


は伝えています。：イードの日、預言者は彼の道を異なえたものでした。[アル･ブハーリーによる伝承]

この理由は、復活の日、その日に地は話し、善行と悪行の双方について、その上で何がなされたかを話す日に、2つの道が彼のために証明するからだと言われています。

アッラー[image: image14.emf]

が、私達全てが彼が好まれるようになるよう助けて下さり、正しい道に私達を導き下さりますように。アーミーン。

1

